
「
ア
ナ
ー
ル
』
（
シ
ロ
ロ
巴
閉
）
の
名
で
知
ら
れ
る
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
創
設

は
一
九
二
九
年
に
ま
で
遡
り
、
リ
ュ
シ
ア
ン
・
フ
ェ
ー
ヴ
ル
と
マ
ル
ク
・
ブ

ロ
ッ
ク
の
手
で
刊
行
さ
れ
た
「
経
済
・
社
会
史
年
報
」
に
結
集
し
た
歴
史
学

者
、
歴
史
民
族
学
者
、
歴
史
人
口
学
者
の
集
団
を
ア
ナ
ー
ル
学
派
と
い
う
。

ア
ナ
ー
ル
学
派
は
、
従
来
、
歴
史
は
個
々
の
政
治
上
の
事
件
や
有
名
な
政
治

家
、
将
軍
の
行
為
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
、
歴
史
を
つ
く
り
出
し
た
民
衆
の
生
活

を
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
、
全
体
の
視
点
か
ら
、
民
衆
の
日
常
の
生

活
の
営
み
を
捉
え
直
す
こ
と
を
目
指
し
、
数
世
紀
に
わ
た
る
生
活
に
密
接
し

た
領
域
の
諸
問
題
を
掘
り
起
し
、
歴
史
を
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
彼
ら
の
視
野
の
中
に
は
、
民
衆
の
経
済
生
活
だ
け
で
な
く
、
家
族
生
活
、

性
、
犯
罪
、
教
育
、
疫
病
な
ど
の
領
域
で
、
個
々
の
人
び
と
が
な
に
を
考
え
、

ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
か
ま
で
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
家
族
史
研
究
に
は
一
九
七
○
年
代
に
歴
史

人
口
学
や
歴
史
民
族
学
の
研
究
の
諸
成
果
が
加
え
ら
れ
、
一
段
の
光
彩
を
放

っ
た
と
さ
れ
る
。
ア
ナ
ー
ル
学
派
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
今
日
保
存

さ
れ
て
い
る
教
区
簿
冊
、
修
道
院
寄
宿
舎
の
名
簿
、
日
記
、
回
想
録
、
教
会

に
寄
進
さ
れ
た
絵
画
な
ど
の
諸
資
料
に
つ
い
て
、
図
像
学
や
服
飾
学
な
ど
の

手
法
ま
で
用
い
て
丹
念
に
分
析
し
、
当
時
の
家
族
像
を
再
現
す
る
と
い
う
方

法
を
用
い
た
。

〔
学
界
展
望
〕

ア
ナ
ー
ル
学
派
の
家
族
史
研
究

有
地
亨

私
が
最
初
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
著
名
な
家
族
史
の
著
書
を
読
ん
だ
と
き
の
感

激
が
生
ま
生
ま
し
く
蘇
っ
て
く
る
。
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ュ
ビ
ー
の
一
九
五
三

年
刊
行
の
「
マ
コ
ネ
ー
地
方
の
十
一
・
十
二
世
紀
の
社
会
』
を
読
み
、
当
時

の
貴
族
階
層
を
中
心
と
し
た
家
族
内
、
親
族
内
の
人
間
関
係
が
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ド

に
描
か
れ
て
い
る
の
に
驚
き
、
ま
た
、
今
日
、
あ
ま
り
に
も
有
名
に
な
っ
て

い
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
エ
ス
の
一
九
六
○
年
刊
行
の
『
ア
ン
シ
ャ
ン
・

レ
ジ
ー
ム
期
の
子
供
と
家
族
生
活
」
（
杉
山
光
信
・
恵
美
子
訳
「
子
供
の
誕

生
」
〔
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
○
年
〕
）
の
第
三
部
の
中
世
か
ら
現
代
ま
で

の
家
族
史
の
分
析
に
魅
せ
ら
れ
た
の
は
一
九
五
○
代
の
後
半
か
ら
六
○
年
代

の
初
め
で
あ
っ
た
。
私
は
一
九
六
六
年
に
こ
れ
ら
二
つ
の
著
書
に
導
か
れ
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
中
世
か
ら
今
日
ま
で
の
家
族
観
念
の
変
遷
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
（
「
家
族
制
度
研
究
序
説
ｌ
フ
ラ
ン
ス
の
家
族
観
念
と
そ
の
史

的
展
開
Ｉ
』
〔
法
律
文
化
社
、
一
九
六
六
年
〕
）
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
九
七
九
年
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者

ア
ン
ド
レ
。
、
、
、
シ
ェ
ル
女
史
の
下
で
、
フ
ラ
ン
ス
家
族
社
会
学
を
研
究
す
る

機
会
を
も
っ
た
。
そ
の
頃
、
ア
リ
エ
ス
は
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
か
の
地
で
は
、
こ
の
『
日
曜
の
歴
史
家
」
が
漸
く
学
界
に
登
場

し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
私
は
ア
リ
エ
ス
の
六
○
年
代
、
七
○
年
代
の
種
々

の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
家
族
に
関
す
る
論
文
を
集
め
、
読
ん
で
み
た
が
、
そ

の
多
く
が
同
じ
主
張
を
執
勘
に
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
に
、
異
端
の
歴
史
家

が
学
界
に
迎
え
ら
れ
る
ま
で
の
苦
渋
の
跡
を
垣
間
見
る
思
い
が
し
た
し
、
ま

た
、
い
ま
で
は
盛
況
を
極
め
る
が
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
も
そ

の
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
の
で
あ
る
。

『
ア
ナ
ー
ル
』
は
一
九
七
二
年
の
四
・
五
合
併
号
と
六
号
の
一
部
を
加
え

－106－



て
、
『
家
族
と
社
会
」
（
悪
目
筐
の
ｇ
ｇ
ｏ
壁
ｅ
を
特
集
し
、
二
五
本

以
上
の
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
家
族
、
婚
姻
に
関
す
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
、
ま
こ

と
に
豪
華
絢
ら
ん
で
あ
る
。
ア
ン
ド
レ
・
ビ
ュ
ル
ギ
エ
ー
ル
が
そ
の
「
序
」

の
中
で
、
歴
史
家
は
そ
の
宿
命
な
の
か
、
家
族
が
崩
壊
な
い
し
は
危
機
に
瀕

す
る
と
き
に
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
家
族
を
論
じ
、
社
会
の
発
展
の
中
で
の
、

そ
の
重
要
性
に
注
目
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

私
が
今
日
も
っ
と
も
注
目
し
た
い
の
は
ジ
ャ
ン
Ⅱ
ル
イ
・
フ
ラ
ン
ド
ラ
ン

（
岩
画
邑
古
○
日
め
国
四
三
凰
昌
）
の
一
九
七
五
年
と
一
九
七
六
年
の
二
つ
の

著
作
で
あ
る
。
『
農
民
の
愛
１
１
昔
の
フ
ラ
ン
ス
の
農
村
の
愛
と
性
（
十
六

，
’
十
九
世
紀
）
１
１
』
（
５
の
印
画
日
○
巨
厨
で
煙
淵
画
邑
昌
の
の
”
シ
ｇ
ｏ
屋
同
異
の
関
‐

匡
里
』
融
口
回
国
の
庁
の
。
画
口
５
ｍ
ｍ
ロ
の
の
Ｑ
の
毎
国
。
肘
ご
ロ
の
甸
吋
四
口
。
①
（
〆
く
｝
価
‐

蚤
端
臥
ｏ
一
の
〃
○
四
三
日
画
ａ
旨
毎
ｍ
ａ
↑
ご
認
）
と
『
家
族
１
１
昔
の

社
会
の
親
族
関
係
、
家
、
性
１
１
』
（
句
四
日
二
の
恥
勺
胃
の
ご
藤
日
日
ｍ
○
国
．

め
⑦
〆
巨
凹
三
か
Ｑ
四
国
里
㎡
。
。
ご
旨
の
ｍ
Ｏ
ｏ
界
歴
・
函
四
ｓ
ｇ
扇
乞
忌
）
で
あ
っ
て
、

前
者
は
農
民
の
家
族
生
活
、
夫
婦
関
係
が
今
日
理
解
さ
れ
て
い
る
も
の
よ
り

か
な
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
諸
資
料
か
ら
検
証
さ
れ
て
い
る
し
、
後
者
は

一
六
’
一
八
世
紀
の
辞
書
、
日
記
、
回
想
録
に
用
い
ら
れ
た
家
族
、
親
族
関

係
の
用
語
か
ら
そ
の
意
味
を
確
定
す
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
、
日
本
を
含
む

前
近
代
の
農
民
の
家
族
生
活
が
あ
ま
り
解
明
さ
れ
て
い
な
い
今
日
の
状
態
の

中
で
、
貴
重
な
分
析
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
家
族
に
関
す
る
著
書
や
論
文
の
い
つ
く
か

は
今
日
で
は
邦
訳
さ
れ
て
新
評
論
か
ら
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
便
利

が
あ
る
。
前
掲
の
『
家
族
と
社
会
』
の
特
集
の
な
か
の
い
く
つ
か
の
論
文
や

『
ア
ナ
ー
ル
』
に
発
表
さ
れ
た
論
文
は
、
『
家
の
歴
史
社
会
学
」
（
ア
ナ
ー
ル

論
文
選
２
〔
新
評
論
一
九
八
三
年
〕
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
マ

ル
チ
ー
ヌ
・
セ
ガ
レ
ー
ヌ
、
片
岡
幸
彦
監
訳
『
妻
と
夫
の
社
会
史
」
（
新
評

論
・
一
九
八
三
年
）
も
出
て
い
る
。
一
九
世
紀
の
農
村
の
結
婚
、
家
族
生
活
、

夫
と
妻
の
労
働
な
ど
を
諸
資
料
に
よ
り
分
析
し
、
当
時
の
農
村
の
家
族
で
は

必
ず
し
も
男
性
優
位
で
は
な
く
、
女
性
の
地
位
は
今
日
よ
り
も
高
か
っ
た
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
ル
ー
ク
ス
、
福
井
憲
彦
訳
『
八
母

と
子
Ｖ
の
民
俗
史
（
新
評
論
・
一
九
八
三
年
）
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
デ
ュ
ビ
ー
、

篠
田
勝
英
訳
「
中
世
の
結
婚
ｌ
騎
士
・
女
性
・
司
祭
ｌ
」
（
新
評
論
・

一
九
八
四
年
）
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
リ
ェ
ス
「
八
教
育
Ｖ
の
誕
生
」
薪
評

論
・
一
九
八
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

ア
ナ
ー
ル
学
派
の
家
族
に
対
す
る
見
方
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
普
通
考
え
ら

れ
て
い
る
以
前
か
ら
核
家
族
が
民
衆
で
は
一
般
的
で
、
従
来
の
よ
う
に
、
家

族
形
態
や
家
族
規
模
の
分
析
よ
り
も
家
族
内
部
の
人
間
関
係
や
意
識
の
解
明

の
方
が
よ
り
重
要
で
あ
る
し
、
ま
た
、
今
日
の
家
族
感
情
や
母
性
愛
、
婚
姻

観
な
ど
は
せ
い
ぜ
い
、
今
日
よ
り
二
、
三
世
紀
前
に
つ
く
ら
れ
た
観
念
で
あ

る
こ
と
な
ど
で
あ
る
が
、
次
第
に
そ
の
成
果
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
ア
ナ
ー
ル
学
派
の
家
族
に
関
す
る
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
、
二
宮

宏
氏
の
「
歴
史
の
な
か
の
「
家
』
」
（
前
掲
『
家
の
歴
史
社
会
学
』
所
収
）

と
福
井
憲
彦
氏
の
「
家
族
の
多
様
性
ｌ
フ
ラ
ン
ス
家
族
史
研
究
Ｉ
」

（
『
現
代
思
想
』
一
九
八
五
年
六
号
〔
特
集
Ⅱ
家
族
の
メ
タ
フ
ァ
ー
〕
）
に
詳
し
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
照
を
願
い
た
い
。

（
九
州
大
学
・
家
族
法
、
法
社
会
学
）
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